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	２４７　メチルプレドニゾロンコハク酸エステルナトリウム②（皮膚科１２）
	ソル・メドロール、他後発品あり
	原則として「メチルプレドニゾロンコハク酸エステルナトリウム【注射薬】」を「広汎性円形脱毛症（脱毛が急速に進行している、脱毛巣が25％以上の成人症例）」に対し500mg/日もしくは8mg/Kg/日を3日連続で点滴静注した場合、当該使用事例を審査上認める。
	薬理作用が同様であり、妥当と推定される。
	○　留意事項
	入院の上使用されるべきであること。
	○　その他参考資料等
	日本皮膚科学会円形脱毛症診療ガイドライン2010（日本皮膚科学会ガイドライン）
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